
「Ｗｉｓｄｏｍ-Ｏｒｃｈｅｓｔｒａｔｉｏｎ： 
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１．環境認識 
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世界・日本の問題に対応できる効率的な社会基盤が必要 

「安心・安全で効率的かつ
人々に公平なサービスが
行きわたる社会の実現」 
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７つの社会価値創造テーマ 

▌世界の資源・自然災害・都市人口問題、日本の人／モノ高齢化問題など、全ての
問題は複雑に連鎖しており、その連鎖を俯瞰したシステム的アプローチが必要。 

▌「科学技術イノベーション」に取組み、公共（インフラ）から個の快適に至る 

 ７つの「社会価値創造テーマ」で世界に価値を提供していきます。 

 
Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｅａｒｔｈ 
地球との共生 

Ｌｉｆｅｌｉｎｅ Ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ 
安全・高効率なライフライン 

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 
豊かな社会を支える情報通信 

Ｉｎｄｕｓｔｒｙ Ｅｃｏ-Ｓｙｓｔｅｍ 
産業とＩＣＴの新結合 

Ｗｏｒｋ Ｓｔｙｌｅ 
枠を超えた 
多様な働き方 

Ｑｕａｌｉｔｙ ｏｆ Ｌｉｆｅ 
個々人が躍動する 
豊かで公平な社会 

Ｐｒｉｖａｔｅ 
個の快適 

Ｐｕｂｌｉｃ 
公共 
インフラ 

日本再興戦略に 
貢献できる領域 

ＩＣＴが生み出す価値の源泉 

稼ぐ力向上 

新産業基盤創造 
社会インフラ 
最適化 

地方創生 

Ｓａｆｅｒ Ｃｉｔｉｅｓ ＆  
Ｐｕｂｌｉｃ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ 
安全・安心な都市・行政基盤 
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データサイエンスが紡ぎだす価値の進化 

▌ビッグデータの利用による分析・予測の進展 

膨大な情報からの知識の抽出 

▌人の持つ知・知恵・知性（Wisdom）の活用への進化が今後のチャレンジ 

Wisdomの活用が働き方や生活スタイルに変化をもたらす 

 

（情報工学のＤＩＫＷモデル） 

情報 

データ 

知識 

知性 

データが集 
まり情報に 

情報からの分析・ 
誘導が知識に 

知識が社会に与える 
価値を決めることが 
知性に 
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長期的に見た社会・産業構造の変化 

ものづくり エネルギー 情報 

第1次 第2次 第3次 

IoT 

Internet 

Things 

IoT IoT＋人 ⇒ ⇒ 

産業 
革命 

社会構造 

Physical 
領域 

Cyber 
領域 

提供価値 

モノ 

データ 情報 

モノ 

＋ 

知識 

マスプロダクション カスタマイズ 

IoTが紡ぎだす知（Wisdom）を結びつけることで 
働き方の変革、新しい価値の提供を実現 

CPS 

モノ・人 

＋ 

知性 

鉄道・海路網 
（モノを運ぶ） 

電力・ガス網 
（効率UP） 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ登場 
（サイバー誕生） 

モノとサイバー 
の融合（IoT） 

IoTと人の融合 

第4次 

IoT・人と 
知性の融合 
（Wisdom- 

Orchestration) 

超カスタマイズ 

働き方の変革 
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産業界の連携（横串）を促進するＩＣＴ基盤の構築 

セット 
会社 

一次部品
メーカＡ 

２次部品
メーカａ 

２次部品
メーカｂ 

一次部品
メーカＢ 

２次部品
メーカｃ 

これまでの産業構造 

それぞれのレイヤ間で専用の仕様（設計・製造・
サービス等）によりすり合わせによる強み 

セット
会社 

Ａ
社 

Ｂ
社 

ａ
社 

ｂ
社 

業界内での 
自由な連携 

ｃ
社 

これからの産業構造 

将来、何時でも 

自由に、直ぐに強み
を出せる異業種連携 

▌ ダイナミック（相互運用性、信頼性）な連携基盤 

▌ 柔軟な連携を可能にするデータフォーマットの標準化 

▌ デジタル・リテラシーの向上とセキュリティへの対応 

 

Ａ業界
ａ社 

Ｃ業界
ｃ社 

Ｂ業界
ｂ社 

▌諸外国の動き 
米国：Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｃｏｎｓｏｒｔｉｕｍ 

欧州：Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅ ４．０ 

ＩＣＴの高度化が 
Ｒ＆Ｄ⇔設計⇔運転⇔保全で 
横断的な連携をダイナミックに
実現することを可能に 

生産・設計情報 
生産時の環境 
設備稼働状況 

時代と共に産業構造が変化し、産業競争力向上には 
統合ソリューションを柔軟に構築できる仕組みの実現が不可欠に。 



Page 9 © NEC Corporation 2015 

２．諸外国の動き 
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GENI/NSF Cloud 
次世代インタークラウド 
テストベッド開発整備 

 

USIgnite 
社会課題解決型 

アプリケーション開発・実証 
 

SmartAmericaChallenge 
社会課題解決型 

アプリ社会実証・事業化 
 

米国における社会サービス強化に向けた取り組み 

社会サービス 
研究開発 

社会サービス 
実証実用化 

大学キャンパス 公共施設 
企業・一般家庭 

地域政府・住民 大学研究者 スタートアップ 

社会サービス 
商用化 

サービスクリエイタ 

学術テストベッド 

GENI 

次世代商用インタネット 
地域公共ネットワーク 
プロバイダ独自網 

USIgnite 

公共施設 
企業・一般家庭 

２００７－２０１５？ ２０１２－ ２０１４－ 



Page 11 © NEC Corporation 2015 

欧州におけるHorizon 2020プロジェクト概要 

▌パラダイムシフト型社会課題解決Ｒ＆Ｄプロジェクトの推進 

Societal Challenge（社会課題解決アプリケーション） 

 

 

 

 

 
 

Leadership in Enabling and Industrial Technology 
Societal Challengeを支えるイネーブラと産業技術におけるリーダシップ獲得） 
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産業界における社会課題解決に向けた取り組み 

▌Ｉｎｔｅｒｎｅｔ ｏｆ Ｔｈｉｎｇｓ Ｃｏｎｓｏｒｔｉｕｍ 

社会課題解決型アプリケーション＋IoTインフラをグローバルデファクト化 

ＩｏＴリファレンスモデルを提唱 

業界別（垂直）・機能別（水平）ＷＧで産業・社会のスマート化を検討 

世界１００社以上が参加 
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Wisdom-Orchestrationへのネットワークの進化 

知の共奏を可能にするICT基盤とネットワーキング 

情報 

データ 

知
識 

知性 

SDN時代 
（Software-Defined Networking） 

固定的NW時代 知の共奏の時代 
（Wisdom-Orchestration） 

NWの 
変遷 

ネットワークの機能高度化 

Collaboration 
& Process 

Application 

Data Abstraction 

Data Accumulation 

Edge Computing 

Connectivity 

PHY & Controllers 

知識や知性を 
広く利活用可能に 

Software-Define化により 
必要な情報を収集・編集し、 
知識として流通可能に 

NW機能は 
情報流通に閉じる 

SDN-NP成果の利活用 将来の取り組み 



Page 14 © NEC Corporation 2015 

３．強化すべきICT基盤技術領域 
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Wisdom-Orchestrationが求める技術要件 

Wisdom-Orchestrationがもたらす価値の源泉である 
「リアルタイム、ダイナミック、リモート、セキュア」が重要 

（ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
） 

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス 

見
え
る
化 

分
析 制

御 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム 

コンピューティング 

ネットワーキング 

セキュリティ 

Real time 

即時性 

Dynamic 

動的適応力 

Remote 

遠隔性 

Secure 

堅牢性 

統
合
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

ユニバーサル 

コミュニケーション 

統合ネットワーク 

セキュリティ 

データ収集 

センシング 

ビッグデータ分析 

アクチュエーション 

取り組むべき技術領域 
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知の連携による「新たな社会価値」 

Wisdom-OrchestrationによるＩＣＴ未来社会の実現 

知を紡ぎだし連携させ、新たな社会価値を創出する。 
そのための新たなＩＣＴ社会価値創造基盤を構築。 

ＩＣＴ未来社会 

知を繋ぐ 

統合ネットワーク 
社会の 

見える化 

知を守るセキュリティ 

知を紡ぎ出す 

データサイエンス 

知 

知 

※委員会やＷＧでの議論を元に、参考として作成してみたものです 

知 

知 

知 
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強化すべきＩＣＴ基盤技術 

センシング技術、データ収集技術 
 

 

統合ネットワーク技術 
 

 

データ分析・解析技術 
 

 

データセキュリティ技術、システムセキュリティ技術、 

 ネットワークセキュリティ技術、プライバシー保護技術、 

 データ利活用技術 

知を繋ぐネットワーク 

知を守るセキュリティ 

社会の見える化 

知を紡ぎ出すデータサイエンス 
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４．総務省・ＮＩＣＴへの期待 
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総務省・ＮＩＣＴへの期待 

 

見える化（センシング、データ収集） 

知を紡ぎだすデータサイエンス 

知をつなぐネットワーク 

知を守るセキュリティ 

 
 

テストベッド 

国際連携 

標準化 

技術の実証、社会普及・実装 

技術開発の先導 
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社会実装テストベッド構築について 

▌ＩＣＴテストベッド（例：Starbed）は既に実現されています。次のステップ
では、社会実装と普及を主目的とするテストベッドを構築し、知の共奏
を推進することが必要です。 

▌総務省やＮＩＣＴに対しては、企業間連携が推進されるサポートを期待
します。 

ＩＣＴの成熟化に伴い、社会実装に向けた検証の重要性が高まって 

います。関連業種垂直統合が可能なテストベッド構築を期待します。 

医療 

教育 

公共 
インフラ 

プラント 
流通 

垂直統合 
テストベッド 

交通 



Page 21 © NEC Corporation 2015 

国際連携について 

技術実装の場のグローバル化 ＋ 海外組織との協力の重要性増大 

国内で技術実装する場合 海外で技術実装する場合 

目的 
優れた海外技術の導入による、 

技術開発のスピードアップﾟ 
現地組織による現地対応や、技術の市
場導入障壁の低減 

現状 
現在の国内プロジェクトでは、 

参加者を国内組織に限定 
現地組織（自治体、企業等）の選定・連
携に時間が必要 

国への 

期待 

必要に応じて、海外組織の国プロジェク
ト参加の容認 

ＦＰ７､シンガポール研究開発コンソーシアム
では、海外組織の参加が可能 

国を介した海外組織との早期連携構築
（含：公的研究機関） 

諸外国と共通の社会課題の解決に向けた 

国際連携プロジェクトの拡充 

効果 

 ・国内組織との連携義務付けによる、 

   国内への技術移転 

 ・海外高度人材との交流による、 

 人材のレベルアップﾟ 

・現地での技術実証に続く、市場獲得 

・企業認知向上による優秀人材の確保 

・官民挙げての海外展開への布石 

技術の出口に則した国際連携プロジェクト制度整備を期待します 
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標準化推進について 

▌ＳＤＮ-Ｐｊにて、ネットワークのモデル化やユースケース検討に関する標準化

活動を実施しました。今後、ＯＳＳ活用に向けて更なる標準化活動を行い
ます。 

 

▌将来は、業種間連携に向けて、データのオープン化や標準化等が必須と
なります。 

開発・製造・流通・経営等に関するデータフォーマット標準化 

オープンデータのマネジメントガイドラインの整備 

パーソナルデータの利活用と保護の両立 

国内制度と国際ルールの調和 
 

▌総務省・ＮＩＣＴに対しては、関係企業・機関等との連携やコーディネートを
行う等、より一層のリーダーシップの発揮に期待します。 

標準化活動（データフォーマット等）における 

リーダーシップの発揮に期待します 
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まとめ 

▌ＩｏＴ／ＣＰＳの世界観にもとづいた政策推進が欧米諸国で強
化されており、「Wisdom-Orchestration：知の共奏を支えるＩＣＴ
基盤」の整備が、日本の稼ぐ力向上、社会インフラの強化、及
び地方創生のために求められています。 

 

▌見える化、知をつむぎだすデータサイエンス、知をつなぐネット
ワーク、知を守るセキュリティ等の技術基盤の強化が必要と考え
ます。 

 

▌総務省・ＮＩＣＴに対しては、技術開発の先導、社会実装テスト
ベッド構築、国際連携強化、標準化活動に関し、政策面からの
支援・リーダーシップを期待します。 
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